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１．はじめに

栃木県日光市は世界遺産「日光の社寺」を有する観光地である。

中世は修験の地，近世以降は参詣地として栄えた。明治時代に外

国人が訪れてからは避暑地としても知られ，観光地として長い歴

史を持つ。日光東町は，松原町から上鉢石町の総称であり，東照宮

の造営以前から集落として繁栄し，近世には門前町・宿場町とし

て栄えた。東町には日光の名産を売る店が軒を連ね，旅籠も多く

存在していた 1)。東町は日光山の祭礼や掃除への人足の提供や，社

寺修復の御手伝い普請などの諸役を負っていた。一方で参詣客の

宿泊や案内で生計を立てる住人も多く，御幸町や鉢石町は地子免

除を受けるなど，日光山と東町は互恵関係を保ち発展した 2）。しか

し，現在は門前町としての賑わいが見られず，魅力に乏しい状態

にあることが指摘されている 3)。「日光市観光振興計画」では，観

光の現状と課題として，自家用車が約6 割，バスが約 2 割という

観光客の移動手段による特定のコンテンツへの来訪を挙げ，地域

の経済活性に繋がっていないとしている。このような状況で東町

では，観光による地域の発展が期待され，門前町としての風格や

賑わいを意識し，景観への配慮や歩道の拡幅など，来訪者が歩い

て楽しむことができる，観光を意識したまちづくりが進められて

おり 4)，日光観光と関連付けた町の特徴とその表出が求められて

いる。先行研究では，桂 5)や江田ほか 6)の研究など，日光における

交通の発達とそれに伴う東町の構造的な変化を明らかにした研究

はあるが，東町が観光にどう関係してきたのかについて，観光客

の動向に大きく影響を与えたと考えられる交通手段との関係から

みた研究はみられない。この関係を明らかにすることは，今後の

東町のあり方を検討する基礎的知見になると考えられる。

本研究では二荒山神社・輪王寺・東照宮及びそれら周辺の堂宇を

まとめて「二社一寺」とし，この二社一寺の門前町であった日光東

町を対象に（図－1），観光における二社一寺と町の関係が，交通手

段の発達に伴ってどのように変化してきたのかを明らかにするこ

とを目的とする。具体的には，交通手段の発達に伴う観光経路の

変化と，二社一寺において来訪者が何を見たかという景観体験お

よび東町における景観体験の変化を把握し，その関係を考察する。 

２．研究方法

来訪者の，交通の発達に伴う観光経路と，二社一寺および東町で

の景観体験の変化を把握するため，紀行文と図版（絵図と写真）を

用いた文献調査を行った。資料収集は，筑波大学OPACと国立国

会図書館デジタルコレクション，日光市立図書館において「日光」

「晃山」をキーワードに紀行文を，「日光 絵」「日光 図」をキー

ワードに図版を検索した。紀行文については筑波大学付属図書館

所蔵の紀行文集，図版については日光市立図書館所蔵の絵図や長

崎大学古写真データベースにおいて，撮影地域から検索し，年代

が特定できるものを対象とした。以上の方法で収集した紀行文32
本（表－1），図版11点を対象とした。紀行文の著者は外国人を含

め，学者や俳人など多岐に渡り，その来訪目的や志向性なども異

なると考えられる。本研究は，紀行文のページ数やテーマなど資

料としての性格の差はあるものの，紀行文を網羅的に一様に取り

扱った既往研究が存在していること 7) ，これら著者の背景よりも
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図－1 日光観光における基本経路と対象範囲 
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交通手段の発達の方が景観体験により強く影響を及ぼすと考えた

こと，交通手段の変化に伴って資料の性格が変化していることか

ら，交通手段が発達していく中での二社一寺と東町の関係を明ら

かにする本研究では，紀行文を全て一律に扱い，こうした時期区

分ごとのテーマや著者の目的の変化を踏まえて考察した。

紀行文より，来訪者の観光経路や宿泊拠点，滞在日数を整理・把

握した。次に東町と二社一寺における景観体験について，KH 
Coder を用いて視対象（記述された対象）を抽出し分析した。形

態素解析辞書は中古和文UniDicを使用し，「東照宮」や「鉢石町」

などの固有名詞は強制抽出した 8）。まずは，抽出した視対象を分類

し，東町および二社一寺での各時期における視対象数の変化を把

握した。次いで，東町と二社一寺での景観体験の関係を分析する

ため，東町および二社一寺の，各時期における分類された視対象

が記述されている文献数の，時期別総文献数に対する割合をみた。

東町においても同様に紀行文中の東町に関する記述と，図版に描

写された視対象を分析した。二社一寺に比べて，東町では要素が

多く，また水路や道路など各施設や建築物が変化していることが

考えられること，紀行文の記述のみではその変化を確実に把握で

きるとはいえず，また，東町と二社一寺が関連付けて認識されて

いたのかを把握するために，補完的に図版を用いた。

３．観光地日光の概要

（１）日光の概要

日光は主に二社一寺と，馬返から先のいろは坂を経た華厳の瀧

や中禅寺湖，さらに奥日光と呼ばれる湯元温泉で構成されている。

その他，山内北東側に霧降の瀧，二社一寺から馬返の間に含満ヶ

淵や裏見の瀧がある。中禅寺湖畔には，男体山の登山口も兼ねる

二荒山神社中宮祠や，輪王寺の別院である中禅寺がある。中禅寺

湖から湯元温泉の間に竜頭の瀧や戦場ヶ原などがあり，文化・自

然の両面で豊富な観光資源を有している（図－1）。 
（２）日光東町の概要

日光駅や東武日光駅のある東側から順番に松原町・石屋町・御幸

町・下鉢石町・中鉢石町・上鉢石町，そして北側の稲荷町で構成さ

れている。山内東側にあるこれらの町を総称して東町と呼称して

おり，これを本研究の研究対象とする。東町は，勝道上人が日光山

を開山して以降，坂本集落を起源とし，門前町として発展してき

た。1640年頃，現在の松原町から鉢石町までの東町が形成される

と，1647年には鉢石町が日光街道の宿場町となり，本陣や脇本陣

が置かれ，日光参詣の止宿を担うようになった。「日光道中宿村大

概帳」によると，大小合わせて19軒の旅籠屋があった 9)。名物と

して塗り物などの工芸品，漬蕃椒や湯婆などを売る商店が数多く

存在し，来訪者を対象とした商業などで生計を立てていた。道の

中央と両脇には水路があり，住民達は水路の利用や清掃について

細かに規則を定めていた 10)。 

明治時代には外国人が避暑のため，東町と山内を挟んで西に置

する西町に滞在するようになった。当時の東町は緩やかな斜面地

に位置しており，その道路は石段であったため，人力車が通行し

づらく，1883年に石段と道の中央の水路が撤去された 11)。電気軌

道の敷設や東武鉄道の全通以降，駅前の松原町と，山内入口およ

び神橋に最寄りの上鉢石町に商店や宿屋が集中した。東町の中心

に位置する石屋町から中鉢石町にかけては，来訪者が通過するよ

うになり，商店や宿屋などの門前町の機能は衰退していった。具

体的には，宿屋や土産物屋など商業施設は，1907年の時点では115
軒存在し，町全体の30%を占め，そのうち70軒が鉢石町だった。

1932年に町全体の45%に達したが，以降減少し1968年には町全

体で72軒となり，鉢石町が最多の35軒で最も少ない石屋町では

2 軒のみであった 12）。このように，特に自動車の普及以降は，町

を通過する傾向が一層強くなり，東町中央の地域では商店や宿屋

が減少し，空洞化が進んだ 13）。 
（３）交通の発達に伴う時期区分

日光市の作成した旧日光市歴史年表 14）などから，日光における

交通の発達を 5 時期に区分した（表－2）。前項で示した鉢石町の

宿場指定から中禅寺道の開通までは，後の交通網の基盤が整備さ

れた時期であり，この時期を交通基盤整備期（～1890）とした。 
1890年の日本鉄道の開通により，東京から日光まで5時間で到

達可能となった。1889年に中禅寺道が開削され，通行が比較的容

易になったが，神橋から中禅寺往復には人力車で 7 時間，駕籠で

9 時間を要した 15)。この時期は，域内の交通網が開発されたとは

言い難く，鉄道黎明期（1890～1909）とした。 
1910 年の日光電気軌道開業と 1913 年の軌道延伸によって，中

禅寺湖までの所要時間は大幅に短縮された。この時点では馬返か

ら中禅寺湖までは未だ徒歩や駕籠，人力車での移動であった。1916
年の日光自動車株式会社設立と，1925 年のいろは坂改良により，

日光駅から中禅寺湖までの輸送体制が整った。来訪者の輸送手段

は電気軌道から乗合自動車へと変わり，域内の交通が発展したと

言え，この時期を域内交通発展期（1910～1928）とした。 
1929 年に東武日光線が開通し，浅草から日光を最短 2 時間 15

分で結んだ。1932年，馬返-明智平間に登山鉄道が開業し，明智平

-中禅寺湖畔間に乗合自動車が運行を開始した。これにより，日光

表－1 対象とした紀行文一覧 

－：不明

表－2 交通の発達を基準とした時期区分 
時期区分 年 交通の発達

1647 鉢石町が宿場に指定され、伝馬役などを担う。

1889 中禅寺道の開削工事が始まり、車・馬が通行可能になる。

鉄道黎明期 1890 日本鉄道の宇都宮～日光間が開通。

1910 日光電気軌道の日光駅～岩ノ鼻間が開業。

1913 日光電気軌道の岩ノ鼻～馬返間が開通。

1916 日光自動車株式会社が設立、自動車輸送が開始。

1925 いろは坂が改良され、自動車が通行可能になる。

1929 東武日光線が全通。

1932 馬返～明智平間のケーブルカーが開業。

1933 明智平～展望台間のロープウェイが開業。

1954 第一いろは坂が開通。

1965 第二いろは坂が開通。

1968 日光軌道が廃止される。

1970 馬返～明智平間のケーブルカーが廃止される。

交通基盤
整備期

域内交通
発展期

鉄道
発展期

自動車
発展期
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駅から中禅寺湖まで旅客輸送が可能となったため，この時期を鉄

道発展期（1929～1952）とした。 
第一・第二いろは坂の開通（それぞれ1954年と1965年）以降

は大型バスが通行可能となり，自家用車の利用客も増加した。利

用客が減少した日光電気軌道は1968年に廃止され，1970年には

馬返から明智平を結んでいた登山鉄道も廃止された。日光内での

旅客輸送は主に自動車が担うこととなり，この時期を自動車発展

期（1953～）とした。 
紀行文について，交通基盤整備期は来訪の主目的は社寺参詣で

あり，日光を目的とするものと諸国周遊の道中で日光を訪れるも

のが混在していた。紀行文の平均ページ数は14.3であり，4時期

区分中で最多であった。鉄道黎明期以降，日光のみを目的とする

ことが多く，来訪目的は風景観賞や物見など多岐に渡っていた。

紀行文の平均ページ数は鉄道黎明期に10.2と減少し，域内交通発

展期で 13.8 に増加したが，鉄道発展期では 8.4 と再び減少した。 

４．日光観光の変化

（１）観光経路の変化

 紀行文中の来訪場所と宿泊拠点から，時期区分ごとに湯元まで

含めた日光での観光経路の変遷を把握した。来訪場所は，前述し

たような特徴が大きく変わる二社一寺・中禅寺湖・湯元温泉とし

た（表－3）。自動車発展期の紀行文は検索されなかった。 
 交通基盤整備期では，二社一寺の後に中禅寺湖が示される経路

が多く，二社一寺のみ示される紀行文もあった。湯元を示す紀行

文は多くはなく，主に外国人であった。日本人は湯治を目的とし

て湯元を訪れていた 16)。日光観光の中心は二社一寺であり，そこ

に中禅寺湖もしくは湯元が加わる観光経路であったと言える。

鉄道黎明期では，どの紀行文も中禅寺湖を示し，多くが中禅寺湖

を起点としていた。前期とは異なり中禅寺湖よりも先に二社一寺

が示される観光経路は少なく，二社一寺が示されていない紀行文

もあった。日光観光の中心が中禅寺湖や奥日光に移ったと言える。 
域内交通発展期では，どの紀行文も二社一寺・中禅寺湖・湯元が

示されており，域内での新たな移動手段の影響がうかがえる。観

光経路は，二社一寺を起点とするパターンと中禅寺湖を起点とす

るパターンに分かれた。電気軌道の開通によって，駅や二社一寺

から中禅寺湖までの所要時間が短縮されたため，二社一寺を拝観

した後に中禅寺湖まで到達することが可能となった。また，湯元

を訪れて中禅寺湖で宿泊し，翌日二社一寺を拝観した後，同日の

汽車で日光を出発するという行動が可能となった。

鉄道発展期は，起点が二社一寺もしくは中禅寺湖であり，湯元も

しくは二社一寺が示されないなど多様なパターンが見られた。前

期とは異なり，来訪者の志向性に即した，訪問場所の多様な選択

がなされるようになったといえる。日帰り観光もみられるととも

に各区間での滞在時間が短縮されていた。

（２）宿泊拠点の変化

各時期区分の滞在日数は，交通の発達に伴い減少傾向にあった。

交通基盤整備期では，来訪者は東町や山内・西町で宿泊しており，

中禅寺湖での宿泊はほとんど見られなかった。この時期，湯元で

の宿泊（2件）は，いずれも外国人の宿泊であった。この時期には

中禅寺湖では行屋，湯元では自炊形式の湯宿が存在するのみであ

った 17)。そのため，東町や山内西町での宿泊が多かったと考えら

れる。鉄道黎明期以降の交通の発達に伴い，中禅寺湖や湯元温泉

への来訪者も増加した。それに伴って宿泊施設の整備が進んだ。

域内交通発展期には，ホテルや旅館が営業を開始した。これによ

って中禅寺湖及び湯元といった奥日光での宿泊が中心になったと

考えられる。鉄道発展期になると日帰り観光が増え，日光での滞

在日数は短縮されていった。また，宿泊も数は少ないものの山内

西町以外で分散していた。

５．東町における来訪者の景観体験

（１）紀行文からみる東町

 東町における視対象から，東町に対する来訪者の認識を分析し

た。既往研究 18)19)を参考に，抽出した視対象を山岳・自然物（樹木

などの草木や，名称のない岩石など）・建築物（町屋や寺社などの

不動産）・環境（詳細な描写がない町や風景）・産物（名産品や飲食

物，燈籠などの動産）・営み（案内人や僧侶などの人物）・道及び水

系・移動手段（人力車や自動車など移動に関するもの）・時節（雨

などの天候や夕日など時分に関するもの）に分類し，時期区分ご

との傾向を把握した（表－4）。交通の発達による時期区分の観光

経路や滞在時間の変化と，視対象の記述件数との関係を考察した。 
交通基盤整備期では建築物と産物で全体記述数の約半数を占め

ていた。他の視対象もおおよそ10件～20件程度記述されていた。

一方，移動手段と時節は他の視対象と比較すると，記述件数は少

なかった。以上よりこの時期，日光への来訪者の多くは，徒歩で東

町を通過していたため，建築物や産物を中心として様々な視対象

が注目されていたことがうかがえた。

鉄道黎明期以降，建築物の記述件数が全体の約半数を占めてお

り，視対象全体の記述件数は減少していた。特に産物は前期と比

べて大幅な減少が見られた。建築物はほとんどが町屋であり，寺

社は交通基盤整備期に 2 件だけだった。これらのことから，この

時期には人力車で駅から山内に直行する場合もあり，以前よりも

町での滞在時間が短くなり，視対象の記述件数が減少したと考え

られる。また，この時期には，人力車通行のために町中央の水路が

撤去されたため，道及び水系の記述件数も減少したと考えられる。 
域内交通発展期では，建築物と産物が視対象のほとんどを占め

た。その他の視対象の記述件数は前期と比べるとすべて減少して

いた。このことから，この時期，軌道で町を通過することが多かっ

た一方，建築物を中心に，産物が注目されることがあったといえ

る。交通の結節点である日光駅や神橋付近では，商店や宿屋が集

中していたことが影響したと考えられる。

鉄道発展期では，山岳や自然物の記述がみられなくなり，自動車
表－3 時期区分ごとの経路パターン・宿泊拠点・平均滞在日数 

東町 山内西町 中禅寺湖 湯元 不明

二社一寺 5

二社一寺 中禅寺湖 5

中禅寺湖 二社一寺 2

二社一寺 中禅寺湖 湯元 4

中禅寺湖 二社一寺 1

中禅寺湖 湯元 2

二社一寺 中禅寺湖 湯元 1

中禅寺湖 湯元 二社一寺 2

二社一寺 中禅寺湖 湯元 3

中禅寺湖 湯元 二社一寺 2

二社一寺 中禅寺湖 2

中禅寺湖 湯元 1

中禅寺湖 湯元 二社一寺 2

2.4

鉄道発展期
（1929～1953年）

1 0 1 1 2 1.2

域内交通発展期
（1910～1928年）

2 0 3 3 0

3 3.4

鉄道黎明期
（1890～1909年）

2 1 3 3 1 3.0

時期 経路 文献数
宿泊拠点（文献数） 平均

滞在日数

交通基盤整備期
（～1889年）

6 6 1 2

表－4 東町および二社一寺における視対象数 

東町 二社一寺 東町 二社一寺 東町 二社一寺 東町 二社一寺 東町 二社一寺

建築物 40 337 17 70 16 42 5 41 78 490

産物 64 339 8 45 11 21 2 15 85 420

環境 18 2 4 0 2 0 4 0 28 2

山岳 15 16 3 0 3 0 0 0 21 16

営み 12 33 1 8 1 1 1 3 15 45

道及び水系 15 28 3 2 1 3 1 2 20 35

自然物 20 66 2 5 1 1 0 3 23 75

移動手段 1 0 1 0 0 0 4 1 6 1

時節 3 9 2 0 0 0 1 2 6 11

合計 188 830 41 130 35 68 18 67 282 1095

交通基盤整備期 合計鉄道発展期域内交通発展期鉄道黎明期

699ランドスケープ研究 83 (5)，2020



を中心に移動手段の記述数が増加した。視対象数は前期と比べる

と半減していた。このことから，自動車の導入など，交通の発達と

共に東町を歩くことが少なくなり，滞在時間が減少したため，視

対象数と視対象種数は大きく減少したと考えられる。

（２）東町における景観体験の詳細

 東町における体験をより詳細に把握するため，東町で記述され

たと判断できる箇所について具体的記述内容をみると（表－5），
東町の記述がある場合，8 割以上の紀行文で二社一寺の前に東町

が記述されていた。 

交通基盤整備期では，東町を日光の入り口として認識している

と考えられる記述や，日光山への到着を実感していることが分か

る記述がみられた。例えば，No.7「日光山扈従私記」では“今は御

山もちかよりしとて人みなゆすりみちてよろこへば此ほどの道の

つかれもわすれたる心地す”と記述されており，日光山付近に到達

した喜びが表現されている。さらに，No.12「日本その日その日」

では“日光の寺院の無比にして驚嘆に値する特質を諒知するため

に，人はこの野生さと近づき難さとのすべてを，心に留めていな

くてはならぬ。”と記述され，東町からの景観の重要性が指摘され

ている。交通基盤整備期の後半からは宿からの眺望が記述され，

町通りだけではなく宿も視点場になったことを把握できた。

鉄道黎明期には，前期と比べて町の詳細な描写は少なく，No.20
「日光山の紀行」のみで宿屋や土産物の詳細な記述がみられた。

また，No.19「日光結構記」の“お宮の下手に時直とぬけて”などの

記述などから，日光到着直後に宿に向かう場合を除き，町での滞

在時間は減少傾向にあったと考えられる。

域内交通発展期には，山岳を特徴的にとらえている描写がみら

れた。例えば，No.25「日光見物」で“其の屋根の上に男体，女峰の

両山が高く聳えて見えてゐる具合なども好い”と描写され，No.26
「日光へ」では“高く二荒火山の諸峰が，人を威圧する如く其上に

聳立して居る”と描写されている。この時期には，町全体から見え

る山岳が評価されていたことが分かった。

鉄道発展期には，ほとんどの紀行文で駅から車に乗り移動して

いた。一方，東町の視対象についてはほとんど描写がなかった。

No.31「日光東照宮見物」では“日光の町をつきぬけると，神橋と

いふきれいな橋がかかつてゐました。”と描写され，自動車の記述

はみられないが町の描写が無く，この時期東町を通過する傾向が

強かったことが分かる。

このように，域内交通発展期まで，東町での記述がある場合は，

東町にいながらも二社一寺を意識していることがうかがえる。

（３）図版からみる東町

東町を描いた図版は「日光近傍絵図」（図－2）など鉄道発展期ま

でに幾つかあり，域内交通発展期には1件（1912）のみであった。 
図版に描かれた視対象を12（門・町屋・街灯・水路・石段・畑・

人物・寺社・河川・山岳・橋・草木）に分類し，おおよそ半数の図

版に描写された視対象を主要な視対象とし，時期区分ごとの傾向

をみた（表－5）。「日光近傍絵図」（1815）や「日光勝景 鉢石町」

（1892）には，男体山などの日光連山や神橋も描かれており，二

社一寺との関連性がうかがえた。1912年以降も「杏斎翁遺墨帖 下」

（1926）や「日本名勝風俗大写真帖」（1931）など，山内を描写し

た図版は存在しているが，東町は描かれなくなっており，東町が

二社一寺と切り離して認識されるようになったと考えられる。

視対象の内，町屋・人物・山岳・草木は全ての時期の図版に描か

れていた。水路は鉄道黎明期まで描かれていた。往還の両端を流

れる水路は，1883年以降も残っていたため，町中央の水路が撤去

された後も描かれていたと考えられる。寺社と河川は交通基盤整

備期のみに描かれていた。この時期以降，人力車や電気軌道を利

用することが増え，東町を通過する傾向が強くなった。そのため，

寺社と河川は認識されなくなったと考えられる。

表－5 東町での記述例（一部抜粋） 
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図版からは，往還両端の水路など，紀行文よりも詳細に町の様子

を読み取ることができた。ただ，時期ごとに描かれる視対象の傾

向と変化は紀行文と同様であり，町屋以外の建築物および河川や

水路の減少など，紀行文と同じ傾向を示した。

６．景観体験の変化

（１）二社一寺における景観体験

時期区分ごとに，二社一寺での視対象数を把握した（表－4）。時
期に関わらず，二社一寺においては東照宮や輪王寺などの建築物

の記述が多くみられた。記述件数は交通基盤整備期から鉄道黎明

期にかけて急激に減少し，域内交通発展期から鉄道発展期では横

ばいとなっていた。交通基盤整備期では，移動手段を除くすべて

の視対象が記述されていたが，鉄道黎明期以降は山岳や環境，時

節などの視対象は記述がみられず，人力車や電気軌道・自動車な

ど交通の発達に伴って二社一寺での滞在時間が減少したことによ

り，認識が薄れていったと考えられる。

（２）東町と二社一寺における景観体験の関係

 前章で分類した視対象について，東町における記述の有無と二

社一寺における各視対象の記述文献数の割合をみた。東町で抽出

された視対象のうち，一文献あたりの記述件数が全体平均数の8.8
（件数／文献数）以上で，該当文献数が 2 本以上の視対象の記述

文献数の割合を表にまとめた（表－7から表－10）。 
交通基盤整備期には，東町での視対象種類や記述の有無に関わ

らず，二社一寺において建築物と産物が記述される傾向にあった。

また，東町で山岳・営み・道及び水系・自然物が記述されている場

合，二社一寺でも建築物・産物・環境以外の視対象が記述される傾

向にあった。逆に，東町で建築物・山岳・道及び水系・自然物が記

述されていない場合は，二社一寺では建築物と産物だけが記述さ

れる傾向が強かった。

鉄道黎明期には，東町での視対象に関わらず，二社一寺で建築物

が記述される傾向にあった。東町で建築物が記述されていない場

合，二社一寺でも建築物の記述割合は低かった。東町で建築物・産

物・環境・山岳のいずれかが記述されていると，二社一寺でも営み

と道及び水系が記述される傾向にあった。特に東町で山岳と産物

が記述された場合，その傾向は顕著であった。一方，東町での視対

象に関わらず，二社一寺では環境と山岳の記述はみられなかった。 
域内交通発展期には，建築物と産物が東町で記述されている場

合が多く，このとき二社一寺でも建築物と産物が記述される傾向

にあった。一方で東町での視対象の記述が無い場合も，ほとんど

の紀行文で二社一寺において建築物と産物が記述されていた。ま

た，東町で山岳が記述されているとき，他の場合よりも二社一寺

で営み・道及び水系・自然物の記述割合が高いことが分かった。

鉄道発展期には，そもそも東町で山岳・営み・道及び水系・自然

物を記述している文献が極めて少なかった（1本以下）。東町で建

築物・産物・環境の記述があるとき，二社一寺では環境と山岳以外

の視対象の記述割合が高い傾向にあった。このときも二社一寺で

は建築物・産物・自然物の記述割合は高い傾向にあった。

以上の結果には，東町における具体的な記述例からみたように，

東町において二社一寺を意識させる，山岳などの町の景観や眺望

が影響していたと考えられる。 

７．観光における二社一寺と東町の関係とその変化

（１）まとめ

交通基盤整備期においては，東町を歩くことで町屋や産物を中

心に様々な視対象を観察していた。来訪の目的が参詣であったこ

ともあり，経路と宿泊拠点は二社一寺中心であったため，二社一

寺での滞在時間は比較的長く，認識は充実していた。東町での景

観体験に関わらず，二社一寺での視対象数は多かったが，建築物

や産物以外の営みや道及び水系，自然物などを認識することによ

って，二社一寺における景観体験の充実につながったと考えられ

る。また，紀行文の具体的な記述から，東町からの山岳や道及び水

系，自然物は二社一寺への期待感や日光山への接近を実感させる

存在だったと考えられる。

鉄道黎明期以降，目的は風景観賞や物見など多岐に渡ったが，滞

在日数の減少に伴ってページ数は減少した。鉄道黎明期では，日

光内で人力車が用いられるようになった。平均滞在日数は前期よ

りも短くなり，観光の拠点が中禅寺湖畔に移動したことで，以前

よりも二社一寺での滞在時間が短くなったと考えられる。この時

期，東町での滞在時間も短縮されたため，詳細な描写は少なく，前

期と比較して町での体験は希薄化していたと考えられる。

域内交通発展期では，日光電気軌道が開通したことで日光内で

の移動時間が短縮された。軌道で東町を通過することもあった。

この時期，中禅寺湖方面や奥日光が観光の中心であり，平均滞在

日数が前期とほぼ同じで比較的短く，日光全域を通るため二社一

寺における滞在時間は短くなっていたと考えられる。各場所の記

述があるため，ページ数は多くなっていた。東町では，特に建築物

と産物が注目されていた。記述数は少なかったものの，山岳につ

いては特徴的な記述がみられた。東町で山岳が記述されたとき，

二社一寺での記述がより充実していたことから，町全体から見え

る山岳が，二社一寺での体験に影響を与えていたと考えられる。

鉄道発展期では，自動車を利用して東町を通過することが多く，

東武鉄道開通の影響もあり，日光における滞在日数はさらに減少

した。東町での視対象数は前期と比較して半数に減少した。また，

来訪者の目的は多様化しており，二社一寺が観光の中心ではあっ

たが，滞在時間は短くなっていたと考えられる。二社一寺では東

町での視対象に関わらず，建築物や産物が注目されていた。東町

での記述も詳細な描写が少なく，町での体験の希薄化が伺えた。

鉄道黎明期以降，東町ではおおむね建築物もしくは産物が多く

記述され，その結果，二社一寺では建築物および産物が多く記述

された。二社一寺での滞在時間が比較的長い時期には東町での景

観体験の充実は，二社一寺での景観体験の充実に結びついていた

表－6 図版に描かれた主な視対象 

(記述有：○,記述無：－) 

図－2「日光近傍絵図」20) 
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といえる。域内の交通が発達するにつれ，二社一寺での滞在時間

は短くなった。山岳が注目されることもあった一方で，東町でほ

ぼ建築物もしくは産物だけが記述されるようになると，二社一寺

でも建築物及び産物だけが記述されるようになった。自動車導入

以降，域内での滞在時間がさらに減少すると，東町と二社一寺で

の視対象の記述の傾向はより顕著になっていった。東町での景観

体験は，二社一寺での景観体験に影響を及ぼすと考えられ，東町

での様々な視対象を記述する豊かな景観体験は，二社一寺での景

観体験をより豊かにする役割を担っていたといえる。これは，二

社一寺という非日常的な宗教景観と東町の特徴である町屋や営み

など日常的な生活景観の対比や，東町での二社一寺を想起させる

山岳景観の影響と思われる。

（２）今後の課題

本研究では紀行文の著者の目的や志向性による差を考慮しなか

ったが，今後はこれらによる景観体験の差について分析すること

も重要であると考える。また，小説や歌集なども対象とすること

や，視対象に対する評価としての形容詞についても分析を行うこ

とで，東町での景観体験が二社一寺での景観体験に及ぼした影響

をより具体的に明らかにすることができると考える。

現在日光では，バスや自家用車を利用して東町を通過する傾向

が強く，本研究で指摘した東町と二社一寺の繋がりが希薄化して

いる。今後，東町の特徴が分かるような整備と，内部を歩いてそれ

らの特徴を体験するとともに，日光連山の眺望や日光名産に触れ，

二社一寺との繋がりを実感できる仕掛けづくりが必要である。こ

れにより，特に二社一寺での体験がより豊かになると考えられる。 
謝辞：本研究はJSPS 科研費 16K08125の助成を受けたもので

す。
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表－8 視対象記述文献数の割合（鉄道黎明期） 

建築物 産物 環境 山岳 営み 道及び水系 自然物

有（4） 1.00 0.50 0.00 0.00 0.50 0.50 0.25

無（2） 0.50 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

有（3） 1.00 0.33 0.00 0.00 0.67 0.67 0.33

無（3） 0.67 0.33 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

有（2） 1.00 1.00 0.00 0.00 0.50 0.50 0.50

無（4） 0.75 0.00 0.00 0.00 0.25 0.25 0.00

有（2） 1.00 0.50 0.00 0.00 1.00 1.00 0.50

無（4） 0.75 0.25 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

有（1）

無（5） 0.80 0.40 0.00 0.00 0.20 0.20 0.20

有（2） 1.00 0.50 0.00 0.00 0.50 0.50 0.50

無（4） 0.75 0.25 0.00 0.00 0.25 0.25 0.00

有（1）

無（5） 0.80 0.20 0.00 0.00 0.20 0.20 0.00

0.75以上 0.67以上 0.5以上 　―：該当文献数が２以下

自然物
―

道及び水
系

山岳

営み
―

産物

環境

 二社一寺
東町

建築物

表－7 視対象記述文献数の割合（交通基盤整備期） 

建築物 産物 環境 山岳 営み 道及び水系 自然物

有（12） 1.00 1.00 0.17 0.58 0.58 0.67 0.67

無（4） 0.75 0.75 0.00 0.25 0.25 0.00 0.00

有（10） 1.00 1.00 0.10 0.40 0.60 0.50 0.60

無（6） 0.83 0.83 0.17 0.67 0.33 0.67 0.33

有（10） 1.00 1.00 0.20 0.50 0.50 0.50 0.60

無（6） 0.83 0.83 0.00 0.50 0.50 0.67 0.33

有（7） 0.86 0.86 0.14 0.71 0.71 0.71 0.86

無（9） 1.00 1.00 0.11 0.33 0.33 0.44 0.22

有（6） 1.00 1.00 0.17 0.67 0.67 0.67 0.83

無（10） 0.90 0.90 0.10 0.40 0.40 0.50 0.30

有（5） 1.00 1.00 0.00 0.60 1.00 0.80 0.80

無（11） 0.91 0.91 0.18 0.45 0.27 0.45 0.36

有（4） 1.00 1.00 0.25 1.00 1.00 1.00 1.00

無（12） 0.92 0.92 0.08 0.33 0.33 0.42 0.33

0.75以上 0.67以上 0.5以上 　―：該当文献数が２以下

自然物

道及び水
系

山岳

営み

産物

環境

 二社一寺
東町

建築物

表－9 視対象記述文献数の割合（域内交通発展期） 

建築物 産物 環境 山岳 営み 道及び水系 自然物

有（5） 1.00 0.80 0.00 0.00 0.20 0.40 0.20

無（0）

有（4） 1.00 0.75 0.00 0.00 0.25 0.25 0.25

無（1）

有（1）

無（4） 1.00 0.75 0.00 0.00 0.00 0.25 0.00

有（2） 1.00 1.00 0.00 0.00 0.50 1.00 0.50

無（3） 1.00 0.67 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

有（1）

無（4） 1.00 1.00 0.00 0.00 0.25 0.50 0.25

有（1）

無（4） 1.00 0.75 0.00 0.00 0.25 0.50 0.25

有（1）

無（4） 1.00 0.75 0.00 0.00 0.25 0.50 0.25

0.75以上 0.67以上 0.5以上 　―：該当文献数が２以下

自然物
―

道及び水
系

―

山岳

営み
―

産物
―

環境
―

 二社一寺
東町

建築物
―

表－10 視対象記述文献数の割合（鉄道発展期） 

建築物 産物 環境 山岳 営み 道及び水系 自然物

有（3） 1.00 0.67 0.00 0.00 0.67 0.33 0.67

無（2） 0.50 0.50 0.00 0.00 0.00 0.00 0.50

有（2） 1.00 1.00 0.00 0.00 1.00 0.50 1.00

無（3） 0.33 0.33 0.00 0.00 0.00 0.00 0.33

有（2） 1.00 1.00 0.00 0.00 0.50 0.50 0.50

無（3） 0.67 0.33 0.00 0.00 0.33 0.00 0.33

有（0）

無（5） 0.80 0.60 0.00 0.00 0.40 0.20 0.60

有（1）

無（4） 0.75 0.50 0.00 0.00 0.25 0.00 0.50

有（1）

無（4） 0.75 0.50 0.00 0.00 0.25 0.00 0.50

有（0）

無（5） 0.80 0.60 0.00 0.00 0.40 0.20 0.60

0.75以上 0.67以上 0.5以上 　―：該当文献数が２以下

―
自然物

営み
―

道及び水
系

―

山岳
―

産物

環境

二社一寺
東町

建築物

(2019.9.28受付，2020.3.30受理)
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